
新入職員のご紹介 

             

内科医師 竹下 雅子  

 

 4 月より内科の常勤医師として勤務することになりました竹下雅子（たけした 

まさこ）と申します。 

金沢大学卒業後、東京大学大学院医学系研究科を卒業し、都内でしばらく内分泌

代謝科専門医として勤務しておりましたが、出産を機に埼玉に転居してきました。

その後は、伊奈病院内科の非常勤医師としてお世話になる一方で、皮膚科にも従事

して参りました。専門は内分泌科、糖尿病内科ですが、皮膚所見も含め総合的な  

診療ができればと考えております。 

今年はインスリン発見 100 周年にあたり、インスリンをはじめとする様々な 

薬剤が開発され、（特に 1 型）糖尿病は不治の病気からコントロールする病気にな

りました。また、代謝学の薬剤の開発・市場には目まぐるしい進歩が見られ、その

恩恵を受け健康寿命は年々延びております。 

コロナウイルス感染症（COVID-19）により自粛生活で活動量が低下した結果、

血糖コントロールが悪化した方、逆に規則正しい生活ができ改善した方など、個々

のライフスタイルによってもその影響は様々であり、各々の患者さんに合った最適

な治療を提供できればと考えております。 

甲状腺や糖尿病などの内分泌・代謝学のみならず、何科を受診したらよいか分か

らない場合でもお気軽にお尋ねください。少しでも地域の皆様の健康に貢献できれ

ば幸いです。よろしくお願い申し上げます。 
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「骨粗鬆症リエゾンサービス」は、骨粗鬆症とそれによる骨折を防ぐために、医師や 

多職種のスタッフが連携して、さまざまな観点から、骨粗鬆症に関する必要な 

予防や治療を続けるための、世界で、そして日本で広がりつつある取り組みです。 

ちなみに、「リエゾン」とは、連携を意味するフランス語です。 

伊奈病院では、この取り組みをしっかり実行するために、「骨粗鬆症リエゾンサービス 

委員会」を 2014 年に創設し、骨粗鬆症と骨折の予防のために、様々な取り組みを実践 

しています。委員会の構成は、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・理学療法士・診療 

放射線技師・臨床検査技師・診療秘書・連携課担当者などです。毎月委員会を開催し、 

骨粗鬆症治療の継続や、講演会、パンフレットの作成と配布、県内の医療機関との連携 

などを継続的に行っています。 

  この度、国際骨粗鬆症財団（注）により 伊奈病院骨粗鬆症リエゾンサービス委員会の 

取り組みが認められ、「銀賞」の認定を受けました。 

  これからも私たちは、病院内や地域で骨粗鬆症と骨折を予防する取り組みや健康増進の

ために活動を続けていきます。 

 

注：国際骨粗鬆症財団（International Osteoporosis Foundation : IOF）は、全世界で骨粗しょう症や骨折の 

予防に取り組んでいる国際組織です。 

国際骨粗鬆症財団からの 

「銀賞」の認定証 伊奈病院の骨粗鬆症リエゾンサービス委員会メンバー

伊奈病院の骨粗鬆症リエゾンサービス委員会の取り組みが 

国際骨粗鬆症財団から「銀賞」の認定を受けました！ 



自分の健康は自分で守る 
                         健康管理センター 

 

伊奈病院内にある健康康管理センター。人間ドックをはじめ各種健診を行っております。 

人間ドックを中心に「東洋医学」的手法を取り入れており「舌」の状態からも健康状態のチェックができる 

のが当院の特徴となっております。いわいるオーダーメイドドック。担当医は新井善雄医師。 

副院長から 2019 年にセンター長に就任。 

ここで、新井センター長の紹介をします。趣味はバンド活動（ベース担当）とマラソン。マラソンは北海 

道のサロマ湖 100km ウルトラマラソンで 10 回以上参加し規定時間以内の完走者のみもらうことができる 

サロマンブルーを取るほどのランナー。目指すは走るポールマッカートニー（いやジョンレノンかも） 

性格は穏やかでいつも優しい。時に繰り出すオヤジギャグにスタッフは苦笑いですが、そこがセンター長の 

良いところで場の雰囲気を和ませコミュニケーションを図ることができます。 

受診者様の中でもセンター長のファンは多く、年に一度会ってお話を聞いてもらいたいといったお声は多数 

あります。そんなセンター長がいる健康管理センターでご自身の健康と向き合う時間を作ってみませんか？ 

気配り、目配り、心配りをモットーに新井センター長はじめ健診スタッフ一同お待ちしております。 

  

【お問い合わせ】 伊奈病院 健康管理センター  TEL 048-723-6071 (直通) 

月～金 9：00～17：00  土 9：00～12：00  ※祝祭日は休み 

 

 

 

 
ストーマケア外来を始めます 
 皮膚・排泄ケア認定看護師 岡村 裕美 

ストーマをつくる手術をすると言われたけど、何だかよく分からないし、想像もできないと 

いう方はいらっしゃいませんか？ 

ストーマをつくったけど、最近よく漏れるようになった。周りの皮膚がただれてしまって痛い、 

かゆいなどの悩みを抱えているオストメイトの方はいらっしゃいませんか？ 

 そんな悩みを抱えている方は、是非、ご相談ください。 

手術前の方には、イメージがつき、不安を少しでもやわらげて手術に臨めるように。 

またオストメイトの方が、日々の生活を快適に過ごせるようにお手伝いをさせていただきます。 

まずは、当院の外来受診の際に、医師または看護師へお声掛けください。 

悩みや疑問、苦痛を一人で背負うのではなく、解決に向けて一緒に考えていきましょう！ 

 

 
★ストーマ…人工肛門・人工膀胱   ★オストメイト…ストーマを保有している人 

毎週金曜日（予約制）

※5月～開催予定。

　開催される際は、病院ホームページや院内に告知がされますのでご確認ください。

時間 9：00～12：00、16：00～17：00（1人30分～1時間）

場所 救急処置室

金額 担当者にお問い合わせください。

担当 皮膚・排泄ケア認定看護師　岡村 裕美

開催



 
【MRI とはどんな装置なのか】 

MRI とは Magnetic Resonance Imaging の略称です。日本語では磁気共鳴画像診断装置と表記され、 

強い磁石と電波を使って身体の内部の状態を検査する装置です。 

検査中は動いたりする必要もなく、検査台の上で寝ているだけでいろいろな角度から体の断面像を撮影す 

ることができます。また断面像の他にも造影剤を使わずに血管の撮影ができるのも MRI 装置の特徴です。 

検査時間は平均１５～３０分程度かかります。 

 

 

 

 

 

 

【CT 装置との違い】 

MRI 装置と CT 装置は形状がよく似ていること、またどちらも体の断層像を撮影する装置である為、 

混同されがちですが、撮影する手段が大きく異なります。MRI 装置が磁石と電波を使って撮影するのに 

対し、CT 検査はＸ線を使って撮影をしています。どちらの装置にも撮影の得意な場所、苦手な場所が 

存在する為、検査の目的によって装置を使い分けています。 

 

【安全に MRI 検査を利用してもらうために】 

MRI 検査は強い磁石と電波を使って撮影しているため、検査室全体が大きな磁石のような性質を持っ 

ています。検査室内に金属製品を持ち込んだ場合、最も磁石の力が強い MRI 装置本体に向け引き付けら 

れて飛んでいきます。そのため磁石の影響を受けるアクセサリー類や入れ歯などの金属製品、ペースメー 

カーや補聴器などの電子機器の持ち込みは厳禁となります。しかし磁石に反応しない物でも検査室内へ持 

ち込めない場合があります。代表的な物として、お化粧･カラーコンタクト･湿布などは装着したまま検査 

室へ入室することはできません。お化粧･カラーコンタクトは金属成分を使用しているものがあり、MRI 

の強い電波の影響を受けるとことで、熱を持ち火傷の危険性があります。同様に湿布薬は塗布されている 

薬剤によって熱を持ってしまうことがあるため、剥がして頂きます。 

検査を受けて頂く前にこれらを含め持ち込み禁止物がないか医師、放射線技術科員により確認を行い 

ます。その際、アクセサリー･湿布薬などの取り外しをお願いすることがありますが、安全にＭＲＩ検査 

を受けていただくために必要なことですのでご協力をお願いします。 

その他疑問や不安に思うことがあればお気軽に放射線技術科員までご相談ください。 
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～放射線の窓～ 

 ＝MRI の安全利用について＝  放射線技術科 土居 旺 
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《頭部 MRI》 《頭部 MRA》 《頚部 MRA》 《腹部 MRI》 

   医療法人社団愛友会 伊奈病院 

〒362－0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室 9419 

TEL ： 048－721－3692㈹ 

公式 facebook ページ：http：//www.facebook.com/inahospita 

 


